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1 .はじめに
オホーツク海は、沿岸結氷域を除けば、北半球
最南端の結氷海域である。また、その年々の変動
が非常に大きい。古くからオホーツク海の海氷生
成の主因は、アムール川からの淡水流入であると
長い間言われてきた。それは、淡水流入によるオ
ホーツク海の高成層状態が海洋の鉛直熱輸送を
制御し、海氷の生成を容易にさせているという考
えである。
一般に海氷は大気海洋気候系に対して、動的に
作用しているといわれ、その変動を理解すること
が10年スケールの気候変動を理解する上で重
要であることは論を待たない。オホーツク海の海
氷に限っても、その変動が周辺大気及び大気大循
環に影響を及ぼすことが大気大循環の数値実験
( Honda et al, 1996 and Honda et al 1999）から示唆さ
れている。 海氷が海洋から大気への熱フラック
スを遮断することが、大気にとっての熱源分布を
大きく改変させ、それが大規模な大気大循環に影
響を及ぼすということである。海氷の存在が大気
への熱フラックスへの影響を理解するために、
我々は19 9 8年から、 20 0 0年までの3年間、
冬季オホーツク海海氷上でのラジオゾンデ観測
を行い、大気海氷問の熱フラックスの評価を行っ
ている（Iwamotoet al, 2001, Inoue et al, 2003）。その
結果、海氷密接度の増大に伴い海面熱フラックス
が著しく減少することが確かめられつつある。
一方、オホーツク海の海氷の年々変動に対して
は、大気大循環の変動が主な原因であるといわれ、
多くの研究がある（例えば、Cavalieriand Parkinson, 
1987, Parkinson, 1990, Fung and Wallace, 1994や
Tachibana et al, 1996）。 10年スケールでの海氷の
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変動に関しては、 Tachibanaet al (1997）に、アリ
ューシャン低気圧の長期変動との関係から、 19 
9 0年代以降の海氷量の激減状態について説明
している。 19 7 0年代の平均的な海氷量時期、
1 9 8 0年代の多氷時期、 19 9 0年代以降の少
氷時期が存在していることを示した。オホーツク
海の海氷は、アリューシャン低気圧を代表される
周辺大気の状態（詳細な研究例はYamazaki,2000 
参照）で説明され、海氷の 10年変動は、周辺大
気場の 10年変動によって、従属的に説明される
というのが常識的な解釈であろう。しかしながら、
古くからオホーツク海の海氷生成の主因は、アム
ール川からの淡水流入で、あると長い間言われて
きた（例えば Akagawa,1977 ）。そこで我々は、ア
ムール）｜｜の淡水流入の年々から 10年スケール
の変動がオホーツク海の海氷変動にどのような
関係があるかについて、検証を行った。なお、本
小稿は共同研究者小木氏との共同研究に基づい
て解説を行う（Ogi et al, 2000、立花 2001）。
2.アムール川流量データ
1 0年スケールの変動に関するデータ解析的
研究は、多くの場合、公開されているデータを用
いた研究形態をとることが多い。昨今はwebで手
軽にデータの入手が可能となりつつあり、ますま
すその傾向が強まってきている。しかしながらア
ムール川の流量データに関しては、このような安
易なデータの取得は困難である。大気や海洋の観
測を自ら行い観測結果を解析するタイプの研究
と同様に、データ取得のフロセスそのものも研究
プロセスの一部であると見なすことができると
考えられるので、データ取得フロセスを以下に手




